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小平市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます この市報は環境に配慮して、古紙配合の再生紙、低VOCインキを使用しています。

青空に若葉の萌える五月晴
いい風景に包まれて生く　　佐野　フヨ
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世
界
最
大
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
、
メ
リ
ー
モ
ナ
ー
ク
に
常
連
入
賞

し
て
い
る
フ
ラ
カ
ン
パ
ニ
ー
が
登
場
。
生

バ
ン
ド
の
演
奏
に
の
せ
て
魅
惑
的
な
ス
テ

ー
ジ
を
お
届
け
し
ま
す
。

と　

き　

７
月　

日
（
土
）　

午
後
３
時

２８

開
演

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　

用　

Ｓ
席
６
千
円
、
Ａ
席
４
千
５
百

円※
４
歳
以
上
か
ら
入
場
で
き
ま
す
（
有

料
）。

出　

演　

ク
ム
フ
ラ
（
フ
ラ
の
師
匠
）
…

ナ
プ
ア
・（
グ
レ
イ
グ
）
マ
ク
ア
、
踊
り
…

ハ
ー
ラ
ウ
・
ナ
ー
・
レ
イ
・
カ
ウ
マ
カ
・

オ
・
ウ
カ

内　

容　

ア
ウ
ア
ナ
（
現
代
フ
ラ
）、
カ
ヒ

コ
（
古
典
フ
ラ
）

主　

催　

小
平
市
文
化
振
興
財
団

定　

員　
　

人
２０

講　

師　

安
恵
照
剛
さ
ん
（
日
本
将
棋
連

盟
棋
士
八
段
）

主　

催　

小
平
市
文
化
振
興
財
団
、
日
本

将
棋
連
盟
小
平
支
部

申
込
み　

６
月　

日
（
木
）
の
午
前　

時

２１

１０

か
ら
問
合
せ
先
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）

怯
紙
芝
居
を
楽
し
も
う

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
紙
芝

居
で
す
。

と　

き　

７
月　

日
（
土
）　

午
後
１
時

２１

　

分
〜
２
時　

分

３０

３０

費　

用　

無
料

主　

催　

小
平
市
文
化
振
興
財
団
、
小
平

紙
芝
居
サ
ー
ク
ル
と
も
し
び

怯
盆
棚
飾
り

　

木
の
枠
で
盆
棚
を
作
り
、
笹
と
ほ
お
ず

き
を
飾
り
、
畑
で
取
れ
た
作
物
を
供
え
ま

す
。

と　

き　

７
月　

日
（
火
）
〜
８
月
２
日

３１

（
木
）

問
合
せ　

小
平
ふ
る
さ
と
村
緯　

（
３
４

０４２

５
）
８
１
５
５

怯
小
平
糧
う
ど
ん

営
業
日　

７
月
１
日
（
日
）・
８
日
（
日
）・

　

日
（
土
）・　

日
（
日
）・　

日
（
月
・

１４

１５

１６

祝
）・　

日
（
土
）・　

日
（
日
）・　

日

２１

２２

２８

（
土
）・　

日
（
日
）

２９

※
団
体
予
約（　

〜　

人
で
日
曜
日
の
み
）

１０

３０

の
利
用
は
午
後
１
時　

分
以
降
に
な
り
ま

３０

す
。
利
用
日
の　

日
前
ま
で
に
問
合
せ
先

１０

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

武
蔵
野
手
打
ち
う
ど
ん
保
存
普

及
会
・
江
連
緯　

（
３
４
３
）
５
１
５
３

０４２

 
怯
開
園
時
間
の
延
長

　

７
・
８
月
の
土
曜
・
日
曜
日
の
開
園
時

間
を
１
時
間
延
長
し
、
午
後
５
時
ま
で
と

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
第
４
土
曜
日
は
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
し
て
午
後
８
時　

分
ま
で
開
園

３０

し
ま
す
。
夜
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

（
一
部
立
ち
入
り
禁
止
区
域
あ
り
）。

怯
特
別
開
園
日

　

７
・
８
月
の
第
３
火
曜
日
を
開
園
し
ま

す
。

問
合
せ　

小
平
ふ
る
さ
と
村
緯　

（
３
４

０４２

５
）
８
１
５
５

 
と　

き　

７
月　

日
（
土
）　

午
後
１
時

１４

　

分
開
場
、
２
時
開
演

３０と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　

用　

無
料

曲　

目　

夏
の
曲
、
伊
豆
鈴
慕
、
羽
衣
の

曲
、
編
曲
砧
、
松
風
、
う
て
や
鼓

主　

催　

小
平
市
三
曲
協
会

問
合
せ　

小
平
市
三
曲
協
会
事
務
局
・
木

村
緯　

（
３
４
１
）
６
４
１
４

０４２ ７
・
８
月
の
特
別
開
園

-
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小
平
市
文
化
協
会

第　

回　

こ
と
・
三
絃
・
尺
八

２５
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト

※
ど
ち
ら
も
同
じ
内
容
で
す
。

と
こ
ろ　

鈴
木
遺
跡
資
料
館

費　

用　

無
料

対　

象　

小
学
４
年
生
〜
中
学
生

定　

員　

各　

人
２０

講　

師　

長
佐
古
真
也
さ
ん
（
東
京
都
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

申
込
み　

７
月
２
日
（
月
）
ま
で
（
必
着
）

に
、
往
復
は
が
き
の
往
信
用
裏
面
に
住

所
、
氏
名
、
学
年
、
電
話
番
号
、
希
望
時

間
（
午
前
、
午
後
、
ど
ち
ら
で
も
よ
い
）

を
、
返
信
用
表
面
に
住
所
、
氏
名
を
記
入

の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
（
申
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
し
、
結
果
を
全
員
に
通
知
）

※
は
が
き
１
枚
で
４
人
ま
で
申
込
み
可
。

返
信
用
表
面
に
は
代
表
者
の
氏
名
、
住
所

を
記
入
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
推
進
課
（
〒　

們
８

１８７

７
０
１　

小
平
市
役
所
）
緯　
（
３
４
６
）

０４２

９
５
０
１

 
怯
谷
戸
沢
処
分
場
の
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
を
見

に
行
こ
う

　

日
の
出
町
に
あ
る
廃
棄
物
の
最
終
処
分

場
で
あ
る
谷
戸
沢
処
分
場
は
、
平
成　

年
１０

環

境

学

習

講

座

第
２
回

申
込
み　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
緯　

（
３
４
６
）
９
０
０
０

０４２

問
合
せ　

小
平
市
文
化
振
興
財
団
緯　
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

 　

縄
文
時
代
以
降
の
遺
跡
か
ら
見
つ
か

る
、
ま
が
玉
や
耳
飾
り
な
ど
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
実
際
に
石
を

削
っ
て
ま
が
玉
を
作
り
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
に

加
工
し
ま
す
。

と　

き　

７
月　

日
（
土
）　

午
前　

時

２８

１０

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

子
ど
も
文
化
財
体
験
講
座

古
代
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を

作
ろ
う

ら
管
理
ま
で
を
地
域
の
自
主
的
な
活
動
に

委
ね
る
新
た
な
公
共
概
念
と
し
て
の
「
コ

モ
ン
ズ
」
を
試
行
し
、
ふ
る
さ
と
自
慢
の

用
水
路
づ
く
り
に
向
け
た
、
次
の
具
体
的

な
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
赤
レ
ン
ガ
の
遊
歩
道
（
東
大
和
市
駅
以

西
の
野
火
止
用
水
）
を
春
の
小
川
と
し
て

再
生
す
る

▽
明
治
時
代
に
は
、
水
車
が
と
て
も
多
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
用
水
路
の
活
用
の
歴
史

を
学
び
、
水
車
の
復
元
を
目
指
す

▽
水
車
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
用
水
路
に
関

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
用
水
路
の
広

報
活
動
を
積
極
的
に
行
う

※
提
言
書
は
、
水
と
緑
と
公
園
課
（
市
役

所
４
階
）、
市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所

１
階
）で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、小
平
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ　

水
と
緑
と
公
園
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
８
３
０

　

緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、
緑
の
保
護
と

緑
化
の
推
進
を
広
い
視
野
か
ら
検
討
し
、

市
長
に
提
言
を
し
て
い
ま
す
。

　

第　

期
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、
テ
ー

１２

マ
を
「
復
活　

上
水
・
用
水
が
人
を
つ
な

ぐ
歴
史
・
文
化
の
ま
ち　

こ
だ
い
ら
」
と

し
て
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
緑
資
源
の
利
用
か

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
環
境
保
全
課
へ

（
電
話
、
電
子
メ
ー
ル
可
、
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
緯　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

３
６
、死kankyohozen@

city.ko

            
        

daira.lg.j

          p  

 
怯
七
夕
飾
り

　

短
冊
に
願
い
ご
と
を
書
い
て
大
き
な
竹

に
飾
り
ま
す
（
自
由
参
加
）。

と　

き　

６
月　

日
（
水
）
〜
７
月
７
日

２７

（
土
）

怯
日
本
叙
情
歌
を
奏
で
る
演
奏
会

　

木
管
四
重
奏
で
野
口
雨
情
の
童
謡
な
ど

日
本
の
叙
情
歌
を
演
奏
し
ま
す
。

と　

き　

７
月
７
日
（
土
）　

午
後
２
時

〜
３
時

費　

用　

無
料

演　

奏　

東
京
学
芸
大
学
木
管
四
重
奏
団

怯
子
ど
も
将
棋
教
室

と　

き　

７
月　

日
（
月
・
祝
）　

午
後

１６

１
時　

分
〜
４
時

３０

と
こ
ろ　

旧
小
平
小
川
郵
便
局
舎

費　

用　

無
料

対　

象　

小
学
生

７月の
行事と催し

に
埋
め
立
て
が
終
了
し
、
現
在
で
は
自
然

環
境
の
回
復
が
進
み
、
多
く
の
野
鳥
や
昆

虫
、
ま
た
国 
蝶 
の
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
な
ど
が

ち
ょ
う

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
の
出
町
の
豊
か

な
自
然
と
自
然
回
復
に
取
り
組
む
保
護
活

動
を
通
し
て
、
自
然
の
大
切
さ
を
学
ぶ
見

学
会
で
す
。

と　

き　

７
月
４
日
（
水
）　

午
後
０
時

　

分
〜
５
時　

分

３０

３０

※
集
合
、
解
散
は
市
役
所
正
面
玄
関
前
。

と
こ
ろ　

二
ツ
塚
処
分
場
、
谷
戸
沢
処
分

場
、
日
の
出
山
荘
（
西
多
摩
郡
日
の
出
町
）

※
移
動
に
は
バ
ス
を
予
定
。

費　

用　

無
料

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定　

員　
　

人
４５

申
込
み　

６
月　

日
（
金
）
ま
で
に
、
住

２９

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
小
平
市
実
施

委
員
会
で
は
、
７
月
２
日
（
月
）
に
、
小

川
駅
・
小
平
駅
・
花
小
金
井
駅
の
各
駅
頭

で
一
斉
広
報
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

主　

催　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
小
平

市
実
施
委
員
会

問
合
せ　

高
齢
者
福
祉
課
緯　
（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
７

 　

７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
強

調
月
間
で
す
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す
べ
て

の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
や
非
行
に
陥
っ
た
少
年

た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
、
法
務
省
が
主
唱
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。

　

少
年
た
ち
を
非
行
や
犯
罪
に
走
ら
せ
な

い
た
め
に
、
ま
た
、
非
行
か
ら
立
ち
直
ろ

う
と
し
て
い
る
少
年
た
ち
に
、
温
か
い
手

を
差
し
伸
べ
る
た
め
に
も
、
家
庭
や
地
域

が
協
力
し
て
見
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。 防

ご
う
犯
罪
と
非
行

助
け
よ
う
立
ち
直
り

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

市

長

の

ひ

と

こ

と

小
平
市
長

　

全
日
本
花
い
っ
ぱ
い
小
平
大
会

も
、
全
国
か
ら
大
勢
の
方
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
盛
大
・
無
事
に
終
わ
り
、

ほ
っ
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
で

あ
る
。
単
な
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
終

わ
ら
せ
た
く
な
い
か
ら
だ
。
継
続
し

た
花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
が
重

要
で
あ
る
。

　
「
か
い
よ
り
始
め
よ
」と
い
う
こ
と

わ
ざ
に
な
ら
い
、
さ
っ
そ
く
、
我
が

家
の
玄
関
先
に
大
き
め
の
プ
ラ
ン
タ

ー
で
花
を
植
え
た
。
毎
日
の
水
や
り

は
大
変
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
家
族
が

花
か
ら
受
け
る
効
用
は
大
き
い
。

　

世
相
は
、
花
よ

り
団
子
だ
が
、
花

も
団
子
も
必
要
な

社
会
に
し
た
い
。

花
も
団
子
も

市制施行50周年

　平成２０年度から市史の刊行へ向けて調査研究を進
め、いよいよ１０月の近世編を第一弾に今年度本編３
巻・別冊２冊の全５巻が刊行されます。
　市史刊行に向けては、市史編さん委員、各巻の監修
者、市民のボランティアなど、多くの力を集結して作
業を進めています。担当者は「３０年間古文書の整理に
関わってきた目で小平の歴史を伝えていきたい」と意
気込みを語ってくれました。
　市史は、地道な研究や現地調査に基づいて作りあげ
られています。刊行をご期待ください。
問合せ　政策課緯０４２（３４６）９５０３

◆
市制施行５０周年記念事業

「 小 平 市 史 」刊 行 の 舞 台 裏 ◆

緑
化
推
進
委
員
会
か
ら
の
提

緑
化
推
進
委
員
会
か
ら
の
提
言言

第　

期
１２

「提言書」提出の様子

オオムラサキ（谷戸沢処分場にて撮影）

市
制
施
行　

周
年
祝
賀
シ
リ
ー
ズ

５０

ナ
プ
ア
・
グ
レ
イ
グ
＆

ハ
ワ
イ
ア
ン
・

フ
ラ
・
ガ
ー
ル
ズ

ちょこっとコラム享
「こんなに だいすき 小平市！」


